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は じ め に

　発展途上国の村落地域における開発や発展の問題を考えようとするとき,陥 りやす

い誤 りの1つ は,歴 史を無視することである。 この地域の現状はこうである,だ から

こうした開発や発展が必要だ,と 言 うとき,歴 史の分析が抜け落ちていることが少な

くない。一見静的に見える村であっても,よ く見てみると,非 常にダイナ ミックに動

いていた り,あ るいは,一 見"伝 統的"と 思われる部分が比較的近年のものであった

りする。

　発展途上国の村落地域はどこでも,程 度の差こそあれ,世 界システムの中でさまざ

まな変容を遂げている。 したがって,歴 史を見るということは,ま ず第1に,地 域社

会の構造を歴史的に解きほぐすということである。今現れている構造を分析するには,

歴史の分析を抜きにはあ りえない。
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　第2に,歴 史を見るということはまた,住 民の主体性を見るということでもある。

住民たちがこれまで選択してきた道(場 合によっては選択を余儀なくされてきた道も

含めて)を 見ることによって初めて,本 当の意味での 「エンバワメン ト」を考えるこ

とができる。

　本稿では,そ うした村の歴史の中でも,出 稼ぎと移住 とい う側面にしぼ り,ソ ロモ

ン諸島マライタ(Malaita)島 の住民たちがたどってきた道を考えてみたい。出稼ぎ

や移住は,世 界システムとい う構造 と住民の生活戦略 との間の相互作用を見るのに適

していると考えられるか らである。

　本稿では,ソ ロモン諸島マライタ島アノケロ(Anokelo)村 の住民を事例 として取

り上げる。私は,ア ノケロ村での調査を1992年 から継続的に行 ってお り,こ れまで主

に,住 民の生活戦略や環境 とのかかわ りについての研究成果を発表 してきた(宮 内

1995;1998a;1998b)。

　 アノケロ村は,マ ライタの州都アウキ(Aukj)か ら北へ海岸沿いの道路を40キ ロ

ほど上ったところにある村である。 この村は,キ リス ト教の一会派であるSSEC(南

洋福音伝導会)の 布教者(ソ ロモン諸島民)に よって1918年 にできた。 とはいえ,現

在の住民たちが住み始めたのは1930年 代からで,内 陸部のい くつかの地域からさまざ

まなルー トで集散離合 しながら今のアノケロ村を形成 した。SSECの 教会を軸に形成

された,い わぽキ リス ト教共同体であ り,現 在は,同 じ教会に属している周囲の小集

落を合わせて約30世帯約200人 が生活 している1も

　 1995年8月,1996年7-8月,1998年2--3月 の調査期間の間に,こ のアノケロ村の

住民,と くに30歳 以上の住民から,一 人ひとり可能な限 り生活史の聞き取 りを行って

きた。聞き取 りはピジン・イングリッシュで行った。聞いた話は多岐に及んでいるが,

本稿は,そ の中から出稼 ぎ・移住に関する部分に関する部分を中心に記述 し,分 析を

加えたものである2も

　 記述の中では,住 民自身の語 りをなるべ く多 く入れた。そこには,住 民を客体とし

て描 くのではなく主体として描くことを試みたい意図 と同時に,分 析からこぼれ落ち

る部分を含めることで,社 会史としてのふ くらみをもたせたいとい う意図がある。も

とより,ピ ジン ・イングリッシュという私にとっても彼らにとっても母語でないもの

を媒介にしているので,"語 り口"を 描いたとい うところまではいかないし,ま た・

私の編集が加わっていることも否めない。もっとも,聞 き取 りとい う作業 自体,聞 き

手 と話者との相互行為であるから,以 下の記述も,私 の関心と彼らの語 りとの相互作

用の産物であると言える。
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1　 出稼ぎと移住の社会史

1海 岸部への移住

　前節で述べた通 り,ア ノケロ村は,い わゆ る"伝 統的な村"で はない。

現在の住民たち,あ るいはその親や親戚た ちがアノケロ村 に移住 して きたのは,さ

まざまなル ー トがある。

　いずれ も内陸部 出身であるが,そ の移住 のルー トに よってい くつかに類型化 できる。

第1の グル ープは,1930年 代 に,い くつかの内陸部 の村か ら,い くつか のル ー トを経

て アノケ ロ近 くの コオン ゴ リ(Ko'ongori)村(同 じくSSECの 新 しい村)に 移住 し,

戦 争中に内陸部 の別の村k移 住 したあと,戦 後 マアシナ ・ルール期にア ノケ ロ村に移

住 して きた。 マアシナ ・ル ールは,1943年 ごろか らマ ライタ島で イギ リスの支配に対

抗 して起 こった政治的 ・経済的な 自治 ・独立運動 であ り,そ の運動の中で,海 岸部 の

村 に降 りて きて同胞が一緒に生活 しようとい うこ とが唱え られた。 アノケロ村 はそ の

ときの拠点の 「町 」(ピ ジン ・イ ングリッシ ュで タウン[taon]と 呼ばれた)に な り,

多 くの住民が移住 して きた のであ る。第2の グループは,い くつかの内陸部 の村か ら,

1920年 代 にアノケロの少 し内陸部 のケル タバ(Keretaba)に 移住 し,そ のあ と1930年

代 にア ノケ ロ村に移住 した。そのあ と1930年 代 に コオン ゴ リ村 に移住 し,第1の グル ー

プと合流 し,そ のあ とはそれ と行動を共に した。第3の グル ープは,難 前 までは内陸

部を移住 してお り,マ アシナ ・ルール期にア ノケ ロ村 に移住 して きた。さ らに,そ れ

以外に,少 数 であるが,戦 後 ア ノケ ロ村に移住 して きた家族 もい る。

　 いずれ も,戦 前か ら戦後 にかけて,内 陸部の非 クリスチ ャンの村か ら,コ オン ゴリ

や アノケ ロとい った ク リスチ ャン の村 に合流す るために移住 してきた とい う経緯 は共

通 してい る。そ して最終的 にアノケロに集 まった のは,マ ア シナ ・ルールを きっかけ

に してであ った。マア シナ ・ル ール期 に以上 のルー ト以外のルー トでアノケロ村 に移

住 してきた人 々も他にいたが,マ アシナ ・ルールが終息 したあ と,そ れ らの人 々は内

陸部 の村 に戻 った(必 ず しも元いた村 に戻 った とはか ぎらず,別 の内陸部 の地域に戻 っ

た例 もあ る)。

　 こ うした海岸部 のキ リス ト教 の村へ の移住 は,マ ライタ島では広 く見 られ る典型的

な移住形 態であるが3),そ の背景は何か。

　 まず住民たちの語 りではおお よそ次のよ うにパ ターン 化されて表現 されている。「○
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○ さんがアノケロ村や コオンゴリ村で布教活動をやっていた。(内 陸部の集落で)一

緒に暮らしていた△△さん(男 性)が,改 宗 して海岸部の村に降 りることを決めた」。

集落全体で決めて移住することもあれば,集落の一部の世帯が移住することもあった。

　 こうした語 りの向こう側に何があるか。語られることと推察できることを合わせて

考えると,衣 類 ・煙草などの消費物資,学 校教育,そ して医療へのアクセスがはや り

大きいと思われる4もキ リス ト教布教者たちは,教 会を中心に した村を海岸部に作る

と同時に,教 育機関を設置 した。また,ア ノケロ近 くのフォアブ(Fauabu)に は英

国国教会が病院を設けてお り,そ こには戦前の植民地政庁があったツラギ(Tulagi)

から華人商人が船で消費物資(米,ビ スケット,衣 類,煙 草など)を 売 りに来ていた。

また,反 植民地運動であったマアシナ ・ルールが,自 分たちの生活の向上も運動の大

きな目標としていたため海岸部への移住を促進 したという点も注目される5も

2戦 前の出稼 ぎ

ソロモン諸島民の出稼 ぎは,い わゆるブラ ック ・バ ーデ ィン グに始 まる。

ムン ロに よると,ソ ロモン 諸 島か らは,1871年 か ら1904年 に かけ て1万8,217人 が

図1　 ソロモン諸島
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図2　 マライタ島アノケロ村周辺図

オ ース トラ リア ・クイン ズ ラン ドへ,1880年 か ら1911年 に かけて8,228人 が フ ィジー

へ労働移民 した(Munro　 1990) 。 いず れ もサ トウキ ビ ・プランテー シ ョンで の労働

であ る。

　現在 のアノケ ロ村住民 で このブラ ック ・バ ーデ ィングを経験 した ものは もちろんい

ないが,Bさ ん(1923年 生 まれ)は 子供 のころ,そ の話 を大人たちか ら聞いて いる。

　 「白人がや っていて,村 人を盗んだ。白人 は2隻 の船 で,鉄 砲を携 えてや って きた。

鉄砲を撃 ったので,そ の音 で,村 人たちは海 岸に下 りて来て,そ こで捕 まえ られ た。

3年 間 フ ィジ ーや クイ ンズ ラン ドで働 いた。 フィジーか らの帰還者 は フ ィジ ー語を

しゃべ り,ク イン ズラン ドか らの帰還者は片言の英語を しゃべ った。 クイン ズ ラン ド

か らの帰還者 は,箱 一杯 の衣類を持 って帰 った」。

　 ブラ ックバ ーデ ィングは1911年 に 終わ ったが6),そ の ころ ソロモン諸島 内に ココヤ
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シ ・プランテーシ ョンが多 く生 まれ,今 度 はそ うした国内プ ラン テーシ ョンへの出稼

ぎが始 まった。 ソロモン 諸島において ココヤシ ・プランテーシ ョンが本格的に始 まる

のは20世 紀初 頭であ り,これぽ世界的な ココナ ツ ・オイル需要の伸 びに対応 していた。

イギ リス の多 国籍企 業 リーバ ース社 やバ ーン ズ ・フィ リップ社 をは じめ,大 小 の企

業 ・個人が,土 地を購入 した り,政 府 か ら借 り上げた りす るかた ちで ココヤシ ・プラ

ンテー シ ョンが拡 が っていった。第 二次大戦前の段階で大小合わせて100以 上 の ココ

ヤ シ ・プ ラン テ ーシ ョンが あ り(Bennett　 l　987:233,　 Table　 8),3,000～4,000人 の労

働者 が働 いていた(Bennett　 1987:176,　 Table　 4)。 そ の うち,約7割 はマ ライタ島か

らの労働者だ った(Bennett　 1987:168)。

　 Bさ んは,戦 前,そ うした プランテー シ ョンへの出稼 ぎを経験 してい る一人 であ

る。

　 Bさ ん(当 時 コオン ゴ リ村在住)が 出かけ たのは,1937年 か ら1939年 までの2年

間,ガ ダル カナル(Guadalcanal)島 の ママラ(Mamara)・ プ ラン テーシ ョンである。

Bさ んは,労 働 力徴集の船 に乗 ってプラン テーシ ョンへ行 った。船には 白人 が1人 で,

あ とは ソロモン 諸島民だ った。

　 人び とがプランテーシ ョンで働 くよ うにな った原因はい くつかある。村人か らの聞

き取 りを総合す ると,一 つは,衣 料や煙草な どの消費物資を買 うため であ る。 と くに

衣料を買 うため,と い う意識が強か った。

　 も う一 つは,税 金である。マ ライタ島では1920年 代 に人頭税がかけ られ,住 民に とっ

て は 重 い 負担 とな って いた7)。 ア ノ ケ ロ村 周 辺 で は 当時,近 くの グ ワナ タ フ

(Gwanatafu)村 に 納税所が あ り,こ の地域 の人 々はそ こで税金 を払 った。　Bさ ん

に よると,12歳 以 上の人間が人頭税を払 う必要があったが,プ ランテーシ 。ンで賃労

働す る前は,タ ロイモを売 るな どして金を得 るしかなか った。市場はなか ったか ら,

買 いたい人が来た ら直接売 る とい う形だ った とい う。そ うや って得 たお金 で税金を払

うのだが,税 金 を払わない とア ウキにあ った刑務所行 きだ った(実 際 に他 の村 にはそ

うや って刑務所に入 った人 もいた とい う)。 また,税 金を払 わない とプランテ ーシ ョ

ンに行 くこともで きなか った。Bさ んは,税 金 が5シ リン グの ときは払 えなか った

が,1シ リン グに下が って払 えた ので,プ ランテ ーションへ行 くことが で きた,と 言

う。

　 プランテ ーシ ョンでの仕事 はきつか った,とBさ んは語 る。

　 「昔 は白人に よる我 々の扱 いは よくなか った。 マスターのR氏 は,非 常 に力が強

く,厳 しか った。働かない とぶたれた。そ うした白人 による扱いに,私 た ちはいつ も
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不満 を言 い合 っていた。実際の仕事は コブラ作 りで,月 曜か ら火曜までは朝6時 か ら

夕方5時 まで,土 曜 日は6時 か ら2時 までで,日 曜 は休 日だ った。賃金は1カ .月6ポ

ン ドだ った。 ママラの プランテーシ ョンでは,マ ライタ島,ガ ダルカナル島,マ キ ラ

(Makira)島,ゲ ラ(Ngella)な どか ら数 十人の労働者が集 ま っていた。 プ ラン テー

シ ョンでの食事は米が中心で,紅 茶や ビスケ ッ トな ども食べた。2年 間働いて,持 っ

て帰 ることがで きたのは6ポン ド,そ の うち3ポン ドは帰 りに ツラギ(Tulagi)の 華

人の店 で衣類 などを買 った。衣類は当時1着1シ リン グだ った。そ して残 り3ポン ド

を村 まで持 って帰 った。帰 ってきた ときには,も う白人の もとで働 く必要がな くな っ

た,と ホ ッとした」。

　 Bさ ん は1939年 に 帰村 したが,同 年か ら1941年 に かけ て,再 び プラン テ ーシ ョン

で働 いた。今度は ラッセル(Russel)諸 島 のヤン デ ィーナ(Yandina)で あ る。 その

労働 を終 えて,帰 村 した直後 に 日本軍 の侵攻が あ った。

　 Bさ ん とほぼ 同世 代 のCさ ん(当 時 コオン ゴ リ村在住)(1924年 生 まれ)・ も,B

さん と同 じ1939年 か ら1941年 に かけて ヤ ンデ ィーナで働い ているが,Cさ ん は,コ

ブラ作 りでは な く,マ ス ターの 「ハウス ・ボーイ」 として働 いた。仕事 は料理,洗 濯,

掃 除な どだ ったが,「 きつか った」 と言 う。

　 Bさ ん もCさ んの例か らわ か るとお り,戦 前 の出稼 ぎは,独 身男性 の単身 出稼 ぎ

がほ とん どであった。

3労 働部隊

　 戦争 直後 の特 異 な労働移 民の形態 として,ソ ロモ ン諸 島労働部 隊(Solomon　 Is-

lands　Labour　 Corps)へ の参加があ る。 ソロモ ン諸島労働部 隊 とは,1943年 半 ばか ら

アメ リカ軍 に よって組織 され た ソロモ ン諸島民 の労働組 織であ った(Bennett　 1987:

291)8)。

　 前節 で と りあげたBさ んは,こ の労働部隊に も参加 している。

　 「1943年 か ら,5ヵ 月 間 ガダルカナル島 のテナル(Tenaru),7ヵ 月 同島ガ リビウ

(Ngalibiu)で ア メ リカ とい っし ょに働 いた。 ア ウキに船 が来て,マ ライ タ人 を雇 っ

た。仕事 は,ア メ リカ兵 とともに,マ ラ リア蚊 を薬で駆除す る ことなどだ った。 月2

ポン ドの賃金が 出たが,当 時はプラン テ ーシ ョンでの賃金が月1ポン ドだ ったので,

高 い賃金 だ った。川の中でた くさんの 日本兵や ア メ リカ兵が死んでいて臭か ったが,

プ ランテーシ ョンでの仕事 よ りはましだ った。 とくにいろいろな肉や コーン ビーフが

食べ られた のが よか った。肉以外に も米,ビ スケ ッ ト,砂 糖が支給 された。米兵 とは
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そんなには話さなかった。 とくに黒人の英語はスラングでわからなかった。白人のは

い くらかわか りやすかったが,白 人と話す と,黒 人たちが 『同じ色の肌なのに』 と嫉

妬した」。

　前節で取 り上げたDさ んもBさ んとともにこの労働部隊に参加 しているが,一 方,

Aさ んやEさ んは参加 していない。Aさ んは 「お前は村で女子供 といっしょに残れ,

と言われたから」,Eさ んは 「参加 したかったが父親が反対 して参加しなかった」,

というのが,参 加しなかったそれぞれの理由である。

　労働部隊は,プ ランテーションとはまた違 う,新 たな経験であった9も

4　未婚男性の単身出稼ぎ

　結婚前 の男性に よる単身 の出稼 ぎとい う形態は,戦 前か ら現在に至 るまで,出 稼 ぎ

の もっとも一般的な類型 である。Bさ んやCさ んの戦前の出稼 ぎ もこの類型だ った。

　戦後 の例 の一人であ るGさ ん(1942年 生 まれ)は,未 婚時代の1956年 か ら1年 間,

イ ザベル島のハエ ヴォ(Haevo)・ プ ラン テーシ ョンで働 いた。

　 「最初の6ヵ 月 くりぬ き作業ばか りや った。あ との6ヵ 月は コブラ乾燥 の作業を行 っ

た。賃金は月4ポ ン ドだ った。 ドルで言 うと8ド ル。食事 は基本的 に米であ り,ま た,

プ ラン テーシ ョン内に拓いた 自分 の小 さな畑で獲れ るサ ツマイモ,そ れ に魚 な どだ っ

た。 タ ロイモや野菜 は作 らなか ったので食べ ることがで きなか った。 プラン テーシ ョ

ンには毎月末 に ツラギか ら華人 の船 が来 て商売 を行 ってお り,そ こで衣類や煙 草を

買 った。服は4～5シ リング,ズ ボ ンが10シ リング,煙 草は大 きいやつが7～8シ ゴ

ングだ った」。

　 Gさ んは1957年 に村 へ戻 って きて,翌1958年 に結婚 した。結 婚 してか ら以 降は,

出稼 ぎには 出ていな い。先 に挙 げたBさ ん も,結 婚 してか らは村 を離 れ て いない

(Cさ んは,1-6で と りあげる息子 のLさ ん と1970年 代 以降家族 で出稼 ぎに出てい

る)。

　 Fさ ん(1942年 生 まれ)の 例 もこの類型 に入 る。Fさ んは,独 身時代 の1962年,

首 都 ホニアラ(Honiara)へ 出稼 ぎに出た。

　 「ホニア ラでは最初,西 洋人 のための コックをす るよ う勧 め られたが,怖 くて断 っ

た。そのあ と ドイツ人テ ィシュラー氏の もとで大工 として働 いた。1年 間働 き,ホ ニ

ア ラのた くさん の建 物 や家 を 作 った。 そ のあ と,ガ ダル カ ナル 島の バ ラン デ ィ

(Mberande)に あ る ココヤ シ ・プランテ ーシ ョンで1年 間働 いた。 グル ープで働 い

ていた。た とえば10人 くらいの グル ープで働 き,朝 か ら夕方 まで一 日中 コブラ作 りを
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行い,グ ループで1日30袋 くらいの コブラを作 った。賃金 は1袋 あた り2ポン ドだ っ

た。非常 にきつい仕事 だ った。そのあ とい ったんアノケロ村 に戻 り,そ して1964年 か

ら再 びプ ラン テーシ ョンで働 いた。今度は ラッセル諸島のヤ ンデ ィーナの ココヤシ ・

プラン テーシ ョンだ った。仕事 の中身はバ ラン デ ィの ときとほぼ 同 じだ った」。

　 Fさ んは,1996年 に ア ノ ケ ロ村 に戻 り,同 年,継 父 にすす め られ て ク ワイ オ

(Kwaio)(マ ライ タの言語 グル ープの一つ)の 女性 と結婚 し,以 降再び出稼 ぎに 出

ることはなか った。

　なぜ未婚男性 による単身の出稼 ぎが多いのか。 あるいは,な ぜ 男性た ちは結婚す る

と村に戻 る傾向があるのか。 ア ノケ ロ村 の近隣 のグ ワア ドエ(Gwa'adoe)村 のQさ

ん(1960年 前 後生まれ=推 定)は,「 そ うい うものだ」 と語 る。Qさ んは1977年 か ら

6年 か ら大洋漁業(現 マルハ)の 合弁 会社ソ ロモ ン大 洋の船 で働 いた。月給80～100

ドル の給料 を もらって いたが,1983年,村 に戻 って結婚 した。「これ はソ ロモ ン人 の

や りかたで,外 で働いて また戻 って くるとい うのが ここでは普通なのだ」。

　 出稼 ぎは未婚の男性が主に行 うもので,一 定期 間の出稼 ぎの後村に戻 って結婚 し,

村 に定住す る,と い う規範があ る(あ った)こ とがわか る10も

5　既婚男性の単身出稼ぎ

　 「結婚 した ら村 に戻 って くる」,あ るいは 「村に戻 って きて結婚 す る」 とい う規範

が住民 自身に よって よって語 られ,実 際に もそのパ ターン が一般的であ るものの,結

婚後 の男性が単身で出稼 ぎに出る例 も,意 外に少な くない。

　 た とえばAさ んは,戦 争 中の1942年(推 定)に 結婚 してい るが,そ のあ との1955

年 と1957年 に 出稼 ぎに行 っている。1955年 の 出稼 ぎはギ ゾ(Gizo)の プ ランテーシ ョ

ンだ った。

　 「大 きな船が フ ォア ブ[先 述 した よ うに,ア ノケ ロ村の近 くにある,英 国国教会経

営の病 院の所在地]に や ってきて,そ の船 に乗 っていた一人の男が村 々を回 って人 を

集めた11も ステー ション[プ ラン テーシ ョンの ことを住民は通常ステ ーシ ョン と呼 ん

でい る]の あ ったギ ゾ(Gizo)ま で4日 かか った。ギ ゾのステーシ ョンでは,朝 の7

時 か ら4時 まで働いた(お 昼は1時 間休憩があ った)。 このステーシ ョン はマ ライタ

島か らの人間ばか りだ った。毎 日コブラを作 り,そ れを船に運んだ。 コブラの袋を船

に運ぶのは,た いへん きつい しご とだ った。しか し賃金は月3ポ ン ドとよ くなか った。

ステーシ ョンでの食事は,牛 肉の缶詰,米,ビ ス ケッ ト,紅 茶だ った。 サツマイモや

タ ロイモはなか った。仕事が終わ ると会社が作 った大 きな家で寝た。家 の中にはた く
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さんの部屋があ り,1つ の部屋に10人 が寝た。ギ ゾには商店がなか ったので,得 た賃

金 で服,ブ ッシロ ・ナ イ フ,煙 草,(煙 草 の)パ イ プな どを ホ ニ ア ラの 中華 街

(Chinatown)で 買 った」。([]は 筆 者に よる注。以下 同 じ)

　 Aさ んは,こ のあ と1957年 に1年 間ガダル カナル島の レレ(Rere)と バ ラン デ ィ

の2ヵ 所 のプランテーションでそれぞれ半年ずつ働いているが,1955年 の ギ ゾの とき

も,こ の ときも,い ずれ も妻は村に残 している。

　 Jさ ん(1945年 生 まれ)の 例 も同様である。

　 「村 に あ った 小 学 校 を 出 た あ と,オ ネ ブ ス(Onebusu)の 聖 書 学 校(Bible

School)に1年 通 い,そ のあ とス ウ(Su'u)の 中 学校(Senior　 School)に2年 通 い,

ま たオ ネ ブス に も どった 。1969年 か ら1970年 に か け てはSSECの 宣 教者(evan-

gelist)と して村 々を回 った。そのあ と,1970年 か ら3年 間,ホ ニアラにある,ニ ュー

ジーラン ド人 の建設会社で大工 として働いた。この間の1972年,ホ ニア ラのメン ダナ ・

ホテルで現在の妻 と知 り合 った。彼女 は クワラアエ(Kwara'ae)[フ ァタ1ノカの隣の

言語 グル ープで,同 じ北マ ライ タ諸語の一つ]で,当 時 ホニアラで親戚 と一緒に暮 ら

していた。1972年2月 のある水曜 日に アノケロ村に戻 って結婚式 を挙 げ,そ の週の金

曜 日に一人で飛 行機 に乗 ってホ ニア ラに戻 った。彼女の方は,そ の ままア ノケ β村に

残 り,6ヵ 月後 自分 の村に戻 った。1973年 か ら1974年 にかけ ては また別 の建設会社 で

大工 として働 き,1974年8月 か ら1978年 に かけて,中 央政府 の森林省で働 いた。森林

省ではやは り大工 として働 いた のだが,ニ ュージ ョージア(New　 Georgia)島,コ ロ

ンバン ガ ラ(Kolombangara)島 と いった森林 省の プロジェク ト(植 林 プロジ ェク ト

など)が あ るところで働 いた。 この時 の給料は月給で78ド ルだった。森林省 で働 いて

いた1976年,交 通費を払 って妻を呼び寄せ,初 めて一緒に暮 らし始めた。1978年 に は

ホ ニア ラに戻 り,翌1979年 に は政府 の仕事 を退 き,民 間の工事請負人(コン トラク

ター)12)と して働 いた。 そのあ と1980年 に は政 府の住宅局(Housing　 Authority)で

マ ネージ ャーとして働 いた。仕事で体が疲れていた。病気になった ら村へ帰ろ うと思 っ

ていた。1984年,マ ラ リアや風邪で4度 も中央病院に行 くはめにな り,潮 時 と考 えて,

村 に帰 った。以降はず っと村 にいる。村 を空け ていた間の ココヤシなどは,父 の兄弟

であるBさ んが面倒を見て くれ ていた」。

　 なぜ妻 をお いて再び単身 出稼 ぎに出たのか と聞 くと,Jさ んは 「わか らない。頭 が

おか しか ったんだろ う」 と,い くらか後悔 しているふ うである。私 と しては こ う解釈

してみた。 当時村 の中では,家 族 で出稼 ぎに出 る(移 住す る)と い う形態は一般的で

はな く,単 身 出稼 ぎ,と くに独身男性に よる単身 出稼 ぎが規範 であった。 しか し,結
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婚後 も外 で働 きた いとい う意向があ った場合,妻 を連れてい くよ りも,妻 を村 に残 し,

単 身で出稼 ぎに出る とい うのが,当 時の規範か らは よ り正当性を帯びていた。

6家 族での移住

　アノケ ロ村の事例 では,家 族での出稼 ぎ ・移住が一般 的になるのは,1970年 代 であ

る。 これ にはSIPLと い う出稼 ぎ先 の条件が密接に結びつ いてい る。

　SIPL(Solomon　 Islands　Plantation　Ltd.ソ ロモ ン諸島 プラン テーシ ョン会社)は,

連邦 開発公社(Commonwealth　 Development　 Corporation)とソロモン 諸島政府 との

合弁会社に よるアブ ラヤシ ・プランテーシ ョン会社 である。1971年 に ア ブラヤシの植

え付けが始 ま り,1976年 か ら収穫 と搾油が始 まった。SIPLは,当 初3,335ヘ クタール,

現 在3万373ヘ ク タールの広大な面積 を誇 り,今 に至 るまで国内唯一 のアブラヤシ ・

プ ランテーシ ョンであ り,毎 年1～2万 トンのパ ーム=オイルと数千 トンのパーム核 オ

イルを輸 出 し,ソ ロモン 諸 島の総輸 出額 の10パ ーセン ト前後を 占め ている(Douglas

and　Douglas　 1989:503;Statistics　 OMce　 1987;1995c)。

　 この国家 プ ロジェク トに よるプランテー シ ョンは,そ こに広大 な生活空間を作 り出

した。住居,学 校,医 療な どが整 った プランテ ーションだ ったため,人 び とは家族 と

ともにそ こに移住 し生活をす ることが容易だ った。 プ ランテ ーシ ョン側 としては,そ

うや って安定 した労働力を確保す る必要があ った と推察 され る。

　 Lさ ん(1959年 生 まれ)は,小 学校7年 生(Class　 7)を 修 了後 の1975年,父 母 と

ともにSIPLへ 出稼 ぎに出た。すでに親戚がそ こで働 いていたのが きっかけ の典型的

なチ ェーン ・マイグ レーシ ョンであ る。

　 「最初 の2年 間は受粉 の仕事だ った。1978年 か らはSIPLの 建 設部門に移 った。村

に戻 ってか ら家 を建てた りする技術が身につ くと考 え,こ の部 門を選 んだ。 ここで プ

ラン テーシ ョン内の労働者住宅,経 営者住宅,工 場 な どの建設に携 わ った。朝7時 か

ら夕方4時 まで(1時 間 の昼休み)の8時 間労働で,週5日 制だ った。給料はあ ま り

よくなか った。最後 の段階(退 職前)で 日給10.68ド ル だ った。 自分 は労働 組合の建

設部 門代表だ った。SIPLの 労 働組合は強か った。各部 門に代表が いて,賃 上げや生

活環境 向上 などを要求 した。た とえぽ,最 初住宅には電気がなか ったが,要 求 してつ

け させた」。

　 SIPLに 出稼 ぎに行 っている間の1978年,　 Lさ んは,・ ミイグ(Baegu)(北 マ ライ タ

諸語 の一つ)の 女性 と結婚をする。そ して,一 緒にSIPLに 住 む ことにな る。

　　「子供がいない間は妻 もSIPLで 働 くことがあ ったが,子 供ができてか らは短期 で
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働 く以外は家の仕事に従事した。子供4人 のうち,末 の子供以外は皆,こ のSI肌 時

代に生まれている。SIPLは6つ のエステートに分かれてお り,そ れぞれに学校や診

療所がある。子 どもたちはその学校に通った。さまざまな島から労働者が集まってい

たので,学 校での会話はピジンである。SI肌 で生 まれた3人 の子供はみな,フ ァタ

レカ語よりピジンの方が得意だ」。

　 1991年,Lさ んは妻や子供 と一緒にアノケロ村に帰村する。なぜ戻 ったのか,と

いうことについてLさ んはこう語る。

　 「疲れた。引き留められたが,子 どもたちが自分たちの土地のことを知 らなければ

ならないと考え,帰 村 した。建築の技術を覚えるためだった し,いずれ戻るつもりだっ

た。た くさん働いても大きな金にはならない。村に帰 りたかった。アノケロ村から数

家族SIPLへ 出稼ぎに出ていたが,み んなすでに村に戻っている。皆同 じ気持ちだと

思 う」。

7　 町での労働 とリリウ層

　 1980年 代 以降の移住/出 稼 ぎを特徴 づけるものは,首 都 ホニアラへの移住/出 稼 ぎ

である。そ して,そ れは町 での"ぶ らぶ ら歩 き"(リ リウ,〃 〃の 層 の創 出 と密接 に

関連 してい る。

　村か らホニアラへ来て,仕 事を探 しながら(あ るいは仕事を探 さないで)町 を"ぶ

らぶ ら"し てい る人 々の一群がい る。主 には独身の青年男子 であ る。 リリウとい う言

葉は,マ ライタ諸語 でぶ らぶ ら歩 きや散歩 のことを言 う。 ピジ ン ・イン グ リッシュの

ウォカ・ミウ ト(wokabaot)(あ る いは ハン ガラウンhangaraon)も ほ ぼ同 じ意 味で使

う。 こ うした人 々を,リ リウ層 と呼んでみ よう。

　 フ レイザ ーは,リ リウ層 が生 まれ る背 景 と して,次 の よ うな ことを挙げ てい る

(Frazer　 l985:189)。1960年 代 までの出稼 ぎは,リ クル ー ト船 に よるものが多か った

が,そ れが1960年 代 後半に終了 し,代 わ ってホニアラーマ ライタ間の定期船 が就航す

るよ うに なった。 そ こで住民は 自分で 自由に職探 しに行け る ように な り,多 くの独身

男性が ホニアラに出る ことにな った。 そ して仕事が見つか らない うちはぶ らぶ ら歩 き

を続け る とい うわけである。

　 こ うした層 を含 めて,ホ ニア ラの人 口は急増 した。 国勢調査 に よると,1976年 に

14,942人 だ った ホニアラの人 口は,1981年 に20,824人,1986年 に は30,413人 に 膨れ上

がった(Statistics　 Omce　 l995c:23)。 短 期滞在者を入れ ると,こ の数 はさ らに大幅に

増 えると思われ る。
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　 Mさ ん(1962年 生 まれ)の 事例はその典型であ る。Mさ んは地元の小学校 を4年

生 まで行 ったあ と,同 じマ ライ タ島内の フ ォテ(Fote)の 小 学校(SSEC)で 全 寮制

の もと5,6年 生 を過 ごした。そ のあ と同 じフォテの聖書学校 で2年 間学んだ。

　 「生 まれて初めてホ ニア ラに行 ったのは1975年 だ った。 アウキへは父親 とよ く一緒

に行 っていたが,ホ ニア ラにはそれ まで行 った ことが なか った。1979年 に フォテの聖

書学校 を終えた後,1980年 代 前半は,よ くホ ニア ラに行 っては戻 ってきていた。 ある

ときは1週 間,あ るときは1ヵ 月 とい うように。 ホ ニアラ近郊の親戚 の家に居候 して

いた。 また兄が当時SIPLで 働 いていたので,そ こにも居候 していた。職を探 したが

見つか らなか った。ホ ニア ラは今ほ ど大 きな ビル もな く,車 も多 くなか った。 また,

今 ほ ど多 くの若者がいたわけ でもない」。

　 フ レイザ ーが指摘す るよ うに,「 ぶ らぶ ら歩 きをす る者に とって,と くに青年 男性

に とって,失 業状態にある とい うことはたい して問題 ではな く,む しろ挑戦であ り,

さ まざまな個人 の戦 略 と結 びつ いてい る。ぶ らぶ ら歩 きは一つ の ライ フスタイ ルに

な っているのであ る」(Frazer　 1985:193)13も

　 ぶ らぶ ら歩 きを許す 背景 の一つには,ホ ニア ラ在住 の者は親戚 が村か ら訪れて来 た

らそれ を世話 しなけれぽな らない とい う社会 的通念 がある。 これは多 くのホニアラ在

住者 に とって相当な負担 になって いるが,そ れ を断 る ことはで きない とい う規範 が強

く働 いている。

　 Mさ んは,そ の後,1984年 か ら,親 戚のす すめ で ソ ロモ ン諸 島発 展基金 とい う

NGOで 働 くよ うにな った。 このNGOは ホ ニア ラのオフ ィスにス タッフをかかえて

い る以外 は,各 地の在村の スタ ッフを持つ とい う形 を とってお り,Mさ ん もア ノケ

ロ村 で在村 スタッフにな った。

　 町でぶ らぶ らしなが ら仕事 を探 して も,滅 多 に見 つか るものではない。 ある仕事 と

いえぽ,お 店(た いていは華人経営)の 店員,工 場労働者,建 設 労働者 などであ る。

　 Nさ ん(1972年 生 まれ。 言語 グル ープは クワラアエ)の 例は,運 よく華人経 営の

店での仕事を手に入れた例 である。

　 ア ノケ ロ村近 くの集落 で生 まれ のNさ んは,2,3歳 の ころ ガダル カナル島に移

住 し,親 と ともにSIPLの プ ラン テ ーシ ョン 内で育 った。幼 稚園か ら小学 校 まで

SIPLが 作 った学校 に通 った。

　 「学校 では ピジンが使 われ ていた。最初 自分 は ラン グース[各 言語 グループの言語

を ピジン で ラン グース(langus)と 呼 んでい る。　Nさ ん のラ ングースは クワラアエ

語]し か しゃべれなか ったのでつ らか った。 最初は黙 っていた。北マ ライタのク ワラ
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アェ,フ ァタ レヵ,バ イ グ,ト ァン ・ミイ タもいた が,学 校の中ではラングース禁止だ っ

た。学校で ラングースを しゃべ った ら先生 に木 で叩かれた。だか ら早 くピジンを習得

できた。学校の外では ラングースを しゃべ っていた」。

　後年親 の方は アノケロ村 に移住 した。 クワラアエの父親に とって,フ ァタレカが中

心のア ノケ ロ村は母村ではな い。 しか し父親は,SIPLに 来 る前に アノケロ村 に移住

してお り,SIPLを やめ てか らもアノケロ村 に戻 ってい る。

　一方,Nさ んは,父 親 につ いて マ ライタ島に帰 ることはせず,1989年 に ホニア ラ

に出ている。 そこでやは りぶ らぶ らしなが ら仕事 を探 した のであ る。

　 「ビルの外側にS[3つ の 商店を もつ華 人の経営者]の 店の求人広告が出ていた。

しか し,直 接Sに 言 うのは怖 か った ので,家 に帰 って手紙 を書いた。そ して それを

封筒に入れて郵便 に投函 した。家に手紙が来ていた。親か らだ ろ うか と思 って見 てみ

る と,Sか らだ った。『朝9時 に来な さい』 と書いて いた。す ご くうれ しか った。言

われた とお り朝9時 に行 って,あ い さつ を して,一 通 り面接 を して,そ れか ら働 くこ

とにな った。Sの 店 の一つ で,最 初 は売 り子 として,そ のあ とレジ係(cashier)と

して働いた。売 り子 の ときの給料は2週 間で150ド ル,レ ジ係にな ってからは240ド ル

だ った。Sの 家 に住 み込む こ とにな った。毎 日中華料 理を食べ た。　 Sの 妻は マ ライ

タ島の クワラアエの女だ った。2年6ヵ 月働 いて,給 料 が上が らなか った。Sに 賃

上 げを言 った。 しか し,Sは 『賃金 は上 が ってい るのだが,　NPF(National　 Provi-

dent　Fund:国 民 共済基金)に 払 ってい るか ら手取 りは上 が らない』 と言 った。 怒 っ

てSを 殴 り,逃 げた。その のち,r帰 って こい』 と言 われたが,戻 りた くな くて,戻

らなか った」。

　 Sの 店 を飛 び出 したあ と,Nさ んは,精 米工場 で6ヵ 月働 き,1992年,1ヵ 月 だ

け アノケロ村 に戻 ったあ と,再 び,ホ ニアラの別の華人 の店 で働 きは じめた。 しか し

3ヵ 月後,母 親 が病気 と聞いて村 に戻 る。翌1993年,母 親 の病気 が快復 したので,再

び ホニアラの精米工場 で働 いた。2年 間働 き,給 料 は320ド ル(2週 間)プ ラス残業

代(100ド ル など)だ った。精米工場で働 いている ときは,親 戚の家 に居候 していた。

そ して1995年 に 村 に 戻 って 来 た 。 「ホ ニ ア ラ で働 く こ とは結 局 他 人 を 利 す る

(benefitim),あ るいは他人 を発展 させ る(developem)に す ぎないか ら」(括 弧内は

Nさ んの ピジン ・イン グ リッシュに よる言葉),と い うのが,「 なぜ 村に戻 って きた

のか」 とい う私の問いに対す る答えだ った。
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8　 未婚女性の出稼 ぎ ・移住

　出稼ぎは基本的に男性 の"役 割"と 見な されている。 しか し,家 族 に よる移住の場

合は女性 も一緒に移住 し,場 合に よっては賃労働 をす る(1-6のLさ んの妻 の例が

それであ る)。

　 さらに,未 婚女性 による出稼 ぎもないわけではない。 ただ しプラン テ ーションへの

出稼 ぎはほ とん どな く,お 手伝 いさん として働 いた り,あ るいは町 の商店 で働 くとい っ

た場合が多い。1-7で 見 た リリウ層に近 い形態 だ と考 えられ る14も

　 1さ ん(1943年 生 まれ 二推定。言語 グノレープは クワイオ)は,ア ウキ近 くのガ リガ

ガ ラ(Ngaligagara)と い う村 で生 まれ た。 この村は,ア ノケ ロ村 と同 じく,マ アシ

ナ ・ルールの ときに大 きくな った村で,マ アシナ ・ル ールが終わ る と,1さ んの一家

は,内 陸 の村に移住する。 しか し,そ ののち,再 び海岸の ファラウとい う村 に移住す

る。「市場 で ものを売 るのに便利だか ら」 とい うのが1さ んの家族が移住を決 めた理

由だ った。

　 1971年,1さ ん は,単 身でホ ニア ラに出,い とこの女性の ところで居候をす ること

に なる。彼女 の子 どもの面倒を見るお手伝い さん(ピ ジ ン ・イング リッシュで 「ハ ウ

ス ・ゲ レhaus　 gele」 と呼ぼ れ る)の 役割 を担 った。同 じ年,1さ んは,ホ ニア ラの

メンダナ ・ホテルで今の夫のJさ んに出会 い,そ の まま同棲生活に入 って しま う。

　 0さ ん(1970年 代 半ぽ生 まれ=推 定)も,1さ ん よ り30年 後 に,似 た コースをた

どった。0さ んのお父 さん のPさ んは,ア ノケロ村 生 まれだが,以 前 マキ ラーホニ

ア ラ間の定期船 の船長 を していたので,0さ んはマキ ラで生 まれた。5歳 くらいの

ときアノケ ロ村 に戻 り,そ この小学校 に6年 まで通 い,そ のあ とは しぽ らく家で親 の

仕事 の手伝 いを していた。

　 しか し,1993年 に ホ ニア ラに出た。長兄がSIPLで 働 いていたのでそ こに居候 を し,

ホ ニアラのある家 でお手伝い さん(ハ ウス ・ゲ レ)を した。料理,掃 除,洗 濯,庭 の

手入れが主な仕事だった。数 ヵ月後,今 の夫(ブ ーゲン ビル紛争に よるPNGか らの

難民)と ホ ニア ラで出会い,結 婚 した。 しぼ ら くは夫の職場 であ った ゲス ト・ハ ウス

で一緒に働いていたが,子 どもがで き,一 緒 に村へ戻 った。夫はそののち単身 でまた

ホ ニアラに働 きに出ている(あ との1-11で 述 べるケース と同 じ)。

　 未婚女性 の単身出稼 ぎは,男 性に比べれば数 は少ない ものの,す でに ライ フス タイ

ルの一つ になってい るとい って もいい。
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9　 出稼 ぎに出ない とい う選択

　これまで出稼ぎ ・移住の事例を紹介 してきたが,出 稼ぎに出ない人々もいる。いっ

たん出稼ぎに出た人でも,そ の後長 く出稼ぎに出ないとい うケースも少な くない。

　 1-4で とりあげたFさ ん(1942年 生まれ)は,20歳 のころ合計2年 間ココヤシ ・

プランテーションで働いているが,そ の後,今 に至るまで出稼ぎをしていない。ずっ

と村の生活である。

　 Fさ んは,1965年 に結婚 した後,1966年 に ココヤシ園を作 って コブラ作 りに励む

ようにな り,ま た,カ カオも(村 の中では早い時期である)1975年 ごろ栽培を始めた

(カカオの栽培は政府の農業指導員が来て説明するのを見て始めた)。毎月 コブラを

作 り,毎 週カカオを収穫 し,毎 週金曜日には町の市場で野菜を売る。それらの収入は

村人の平均収入を大きく上回っている。

　 「このくらい稼げるのだから,町 で働 く必要などない。町に働きに出ているわけで

もないのに,も う自転車 も買った し,ミ シンもチェンソーも買った。この自転車で町

まで行 くこともある。ホニアラやプランテーションで働いて老人になって村に帰って

きたらどうな りますか。お金は町で使い果たしてきて,村 には自分の財産はない。コ

コヤシもカカオも畑もない。それではだめでしょう」。

　 1--4で 見たように,結 婚すると村にとどまるという規範があ り,ま たそ ういう傾

向がある(あ った)の だが,Fさ んの事例は,そ うい う規範や傾向のためというよ

り,む しろ積極的に村に残るとい う選択を行っている例だ と言える。

　 また,運 よく地元に賃労働の口があった場合も,出 稼ぎに出ないとい う選択肢をと

ることになる。

　地元での賃労働の口はあまり多 くないが,1960年 代には公共事業として道路工事が

あった。また,近 くのフォアプにある英国国教会の病院が以前 もっと大きく,ア ノケ

ロ村の住民も何人かそこに コックなどで雇われていた。また,地 元の小学校の先生を

やるという選択肢も,高 学歴の人間にはある。

　 10　 "教 会 の仕 事"

　 ところで村の人 々に ライ フヒス トリーを聞い ていると,"教 会 の仕事"と い うカテ

ゴ リーがあ り,そ れが意外 に重要 な位置を 占めていることに気づ く。

　 Dさ ん(1925年 ごろ生 まれ=推 定)は,1949年 か ら1959年 までの11年 間 ココヤシ ・

プ ラン テ ーシ ョン会社 の船 の機 関士 として働 いていた。そ のあ と1962年 か ら4年 間
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フ ォアブ病 院の医師宅でハ ウス ・ボーイ として働 き,そ のあ とは11年 間村の教会の牧

師(pastor)と して働 いた。当時教会での仕事 は無報酬だ った。

　現在 ア ノケ ロ村 の教会の牧師をつ とめ る15)Hさ ん(1943年 生 まれ)は,1958年 か

ら断続的に出稼 ぎに出ていたが,1982年 に 帰村 してか らは,村 で生活 してい る。そ し

て1990年 代 半ばか ら,自 分の畑の仕事 をしなが ら,牧 師の仕事を している(報 酬は現

在月40ド ル)。 も う出稼 ぎに出ないのか,と い う質問に対す るHさ んの答えは,「 教

会 の仕事 があるので出稼 ぎには出 られ ない。主 に仕 える身 だか ら」,と い うものだ っ

た。

　 1-5で 取 り上げたJさ んは,1984年 に村 に戻 ったの ち,1985年 か ら3年 間 アノケ

ロ村 を含む西 ク ワラアエ地域全体 の上級牧師(senior　 pastor)と して働 いた。村 々を

回 り,村 の牧 師や住民 に教示す る役割だ った。それを退 いてか らも,地 域 の教会への

ア ドバ イザーとしての地位 にい る。それで,Hさ ん と同 じく,「 教会の仕事が あるの

で[再 び]出 稼 ぎには出られない」 と言 う。

　近年(こ こでは1990年 代 を指す)の 傾 向と して,既 婚 男性 の単身出稼 ぎが増 えてい

るこ とがある。

　 その典型 例は,1-6で と りあげたLさ んである。Lさ んは,1991年,　 SIPLで の
　 　 　 　 ノ

仕事をやめ,家 族 とともにアノケロ村に戻ってそこで生活していた。しかし,1996年

から再び出稼ぎに出る。今度は単身である。

　村に戻 りた くて戻 ったとい うLさ んが再び出稼 ぎに出なけれぽならなかった直接

の理由は子供の学費である。Lさ んの子供の うち,現 在(1996年)2人 の子供が中

学校(Secondary　 School)に 通ってお り,そ の学費が合計年800ド ルかかる。これは

村で容易に稼げる額ではない。

　 ソロモン諸島では小学校の学費は無償だが,中 学校以上は有償になる。中学校へ上

がるには全国統一の試験に合格せねばならず,現 在約3割 の者 しか入れない狭 き門で

ある醜 将来の職へのアクセス度が上がるということもあ り,子 供が試験に合格 して

中学校に上がれるとなると,親 にとってはたいへんうれ しいことである。しかし,反

面,学 費の負担が悩みの種 となる。

　 Lさ んは,村 に妻や子を残 してホニアラに単身で出,電 気局(SIEA:Solomon　 Is-

1ands　Electric　Authority)と の契約の建設事業を行 っている。　SIEAが 一定額でLさ ん

と契約 し,Lさ んは8人 の労働者を雇って建設を行っている。その多 くは同じアノ

ケロ村の出身者である。

　 SIPL時 代に家族で移住 していたLさ んが今回は単身である理由としては,(1)
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パーマネ ソ トな労働 では ないため,家 族 を呼ぶほ ど安 定 していな い(実 際,契 約が終

わ ると今度は別 の契約 を探す とい う形 をLさ んは とっている),(2)イ ソ フ レもあ

り(ソ ロモ ン諸 島のイ ンフ レ率 は,1988-94年 の年平均 で12.7パ ーセ ソ ト17)と非 常に

高い),ホ ニア ラで家族が生活す るのは非常に高 くつ く,と いった点が ある。 ちなみ

に政府の統 計に よるとに よる と,1990-1991年 に おけ るホ ニア ラでの1世 帯 当た りの

生活費は760ド ル であ り(Statistics　OMce　 1992)18),こ れ はマ ライタ島村落部での1世

帯当た りの生活費177ド ル((Statistics　 OMce　 1995b)よ り。 ただ しこれは1993年 の数

字)に 比 べてはるかに大 きい。

　村 や家族 と離れて の出稼 ぎはLさ んに とって本意では ない。 毎月1,2回 は週末

村 に帰 るとい う生活を繰 り返 している。「ホ ニア ラで働 いていて も私 の心はいつ も村

にある」 とLさ んは言 う。

　似た よ うな形 で単身 ホニアラへ短期 ・中期の出稼 ぎに出ている既婚男性 が現在 アノ

ケ ロ村には数人 いる。

Ⅱ　 出稼ぎと移住の社会学

1　 ライ フコースにお け る出稼 ぎ

　 1で は,ア ノケロ村の人々が,1930年 代から現在まで出稼 ぎや移住を行ってきた様

子を,事 例から見てきた。図3は,こ れまで取 り上げた人々を中心に,そ のライフコー

スの中での出稼 ぎの位置を図式化 したものである。

　この図からもわかるように,ア ノケロ村の住民たちは,1930年 代から現在に至るま

で一貫 して,多 くの男性が独身時代に単身出稼ぎを行っている。結婚 してからは出稼

ぎに出ないというパターンと共に,妻 や家族を置いて出稼ぎに出る例 も散見される。

また1970年 代以降は,SIPLへ の出稼 ぎを中心に家族での出稼ぎも目立つ。一方,こ

の図からは,独 身時代の単身出稼ぎや結婚後の一時の出稼ぎのあと,長 く出稼ぎに出

ていないとい うパターン も多いことが うかがえる(上 の年代の人ほどその傾向が強

い)。

2構 造から見た出稼ぎと移住

　これまで見てきたような住民たちの出稼ぎ ・移住について,そ の背後にある構造を

考えると,そ こには近代世界システムが存在 している。
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図3　 アノケロ村住民のライフコースの中の出稼ぎ
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　世界システムの再編成過程の中で,前 世紀末から今世紀にかけて,ク インズラン ド

とフィジーでは,大 量のサ トウキビ・プランテーション労働者が必要 とされ,そ れが

メラネシアから調達された。

　 ココヤシ ・プランテーションは,す でにス リランカやフィリピンなどで19世紀から

存在したが(ス リランカでは当初はココナツ繊維用のプランテーションだった),19

世紀末から,米 国での石けんおよびマーガリン産業が伸長したことを背景に,熱 帯各

地,と くに列強の植民地にコブラ用のココヤシ・プランテーションが広がった。ソロ

モン諸島もその例外ではなかった。そしてそこに大量の労働力が必要とされ,ソ ロモ

ン諸島内部から調達されたのである。衣料や煙草などの消費物資が華人商人らを媒介

に流入 したことと,植 民地政府が税金を現金で納めさせるシステムをとったことは,

ソロモン諸島民にプランテーションへの出稼ぎを促 し,プ ランテーション経営者側か

らすると労働力調達を容易にした。

　その多 くが当初は単身の男性がほとんどだ った こと,ま た6か 月～2年 の短期の還

流移民だったこともまた世界システムの構造から説明ができる。

　かつてC.メ イヤスーがマルクス主義の用語を使いながら議論 したように,還 流移

民によって資本の側は,出 稼ぎ期間だけ,し かも出稼ぎ労働者 自身の労働力の(短 期

の)再 生産に必要な賃金だけ払っていれぽ よく,そ の家族の再生産や将来への必要な

投資は,出 稼 ぎ労働者が所属す る共同体に押 し付けているのである(メ イヤスー

1977)。村に帰れば食 うには困らないという状況,つ まり村におけるさまざまなス トッ

クが存在していて,そ れへのアクセスが保障されている状況では,単 身出稼 ぎである

かぎり,そ の家族を養 う分までの賃金は必要な く,ぎ りぎ りの低賃金でも労働力の再

生産ができるのである。逆に言 うと,低 賃金であるがゆえに,出 稼ぎ労働者側は,歴

史的ス トックを再び利用するために村に戻らざるをえない。こうして還流移民が再生

産される。還流移民は,プ ランテーション経営者からは,大 量の安い労働力を調達す

るうまいシステムだったのである。

3　生活戦略から見た出稼ぎと移住

　世界の構造から出稼 ぎや移住を考えると前節のようになる。しかし,構 造からのみ

出稼ぎや移住を考えるのは適切でない。なぜなら,そ こでは住民の主体的な選択とい

う側面が無視される。いかなる社会行動 も,構 造によって選ぽされている側面と,自

ら選んでいる側面との二面性がある。構造 に注 目すると同時に,住 民がいかなる生活

戦略(livelihood　strategy)の 中で出稼 ぎや移住を選んでいるのか,あ るいは選んで
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いないのか,と いうことに注 目する必要がある。 とくに地域の今後の開発/発 展を考

えるときには,住 民の生活戦略がまず中心に置かれるべきである。

　住民の生活戦略から見た場合,出 稼ぎや移住について以下の4点 が指摘できる。

　第1に,出 稼ぎに出る理由は,貨 幣経済へのアクセスである。村に残っても貨幣経

済部門にコミットすることは可能だが(コ ブラやカカオの生産,農 作物の市場での販

売などに よって),出 稼 ぎに出るほ うが得 られる収入の上で有利である。戦前は税金

を払 うためと衣類などの消費物資を購入するためという側面が強かったが,戦 後は消

費物資中心,そ して最近は子供の学費などがそれに加わっている。ただ,貨 幣経済へ

の参加とい う側面がス トレー トに出稼ぎを促 しているわけでもな く,リ リウ層のとこ

ろで見たように,出 稼ぎ ・移住がある種のライフスタイルとして定着しているという

側面も見逃せない。

　第2に,(短 期の出稼ぎであれ長期の出稼ぎであれ)結 局村に戻って くる理由の1

つは,村 における歴史的ス トックの存在である。村には歴史的に蓄積してきた栽培一

半栽培一野生の種々の環境資源がある。また,そ れらを共同で使 う権利(共 同利用権)

も社会的通念 として存在している19もそうしたものがあるから結局戻 ってくるし,ま

た,妻 や子を残してそれ らの維持 ・利用をさせることで出稼ぎのコス トを大幅に下げ

るということもなされる。自給経済部門と貨幣経済部門を組み合わせる生活戦略を私

は"住 民の二重戦略"と 呼んでいる(宮 内1995)が,こ こでは村の自給経済部門(プ

ラス貨幣経済部門)と 出稼ぎを組み合わせる二重戦略がとられているのである20も

　第3に,こ のことは,裏 を返せぽ,出 稼ぎ先における歴史的ス トックの不在である。

Nさ んが言 った 「ホニアラで働 くことは結局他人を利するにすぎない」とい う言葉

は,他 の住民からもよく聞かれる言葉である。あるいは 「村では自分が主人になれる」

とい う言葉 も聞かれる。出稼ぎ先での土地や貨幣経済部門そのものについて主役にな

れないので,そ こでス トックを蓄積することはできない。また,出 稼ぎはたいていパー

マネントな雇用ではな く,非 常に不安定である。それに対 して村の歴史的ス トックは

比較的安定 しており,頼 るに足る。公務員のようなパーマネン トな雇用を得られたと

しても,老 後を含めた将来まで安定が保障される訳ではないので,定 年退職後(あ る

いは定年の前に)や は り村に戻 ってくることが多い。

　第4に,以 上述べた点は,世 帯によって微妙に条件が違ってお り,各 世帯はそれぞ

れの条件にしたがって,そ れぞれの戦略を立てている。子供の学費などで貨幣経済部

門へのコミットメン トが強 く求められる場合は,出 稼ぎを選択するが,そ の場合にも,

どれだけコミットメン トが必要か,あ るいは比較的安定 した雇用が得られたか どうか
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などによってそれが単身になるか,家 族移住になるか,あ るいは短期になるか,長 期

になるかが選択される。基本的には村の歴史的ス トックと出稼 ぎ先での貨幣経済部門

との引っ張 り合いの中で,各 世帯がさまざまな生活戦略の諸類型の間を うろうろさま

よっていると言える。

お わ り に

　本稿では,ソ ロモン諸島マライタ島の出稼ぎや移住について,ア ノケロ村住民の聞

き取 りを中心に,記 述し,分 析を加えた。

　住民たちは,ま ず海岸部への移住を経験 したあと,プ ランテーションへの出稼ぎを

経験し,ま た,第 二次大戦直後は労働部隊で労働を経験 した。戦前から今 日まで,多

くの男性が独身時代に単身での出稼ぎを経験 している。それはココヤシ ・プランテー

ションがほとんどだったが,の ち,大 工 としての労働や町の商店での労働など,労 働

の中身も多様化 してきた。また1970年 代か らは家族での出稼ぎも一般化し,ま た独身

女性の単身出稼ぎも一般化 した。 しか し一方で,独 身時代の出稼ぎ,あ るいは結婚後

の一時の出稼ぎのあと,村 に戻 って村で生活を続けるというパターンもまた強固なも

のとしてある。

　こうした,単 身の還流移民を中心とした出稼ぎのパターンの背景には,世 界 システ

ムがそ うした労働力を大量に必要 とした ということがあった。一方,住 民の生活戦略

の側から見ると,そ れは,村 の歴史的ス トックと貨幣経済部門の中で,双 方から利益

を得 ようとしてさまざまなバ リエーションの生活選択を行っているとい うことにな

る。

注

1)短 期 ・中期の移動が少な くないので,固 定 した数字は押 さえられない。

2)　 アノケロ村の社会史全体については稿を改めて書 く予定である。

3)た とえぽ,1-8で 取 り上げる1さ ん(女 性)の 例でも,彼 女の出身地でおよそ同 じよう

　な移住のパターンが繰 り返されていることがわかる。

4)　 ジュディス ・ベネットは,政 府の誘導 とサツマイモの導入が,海 岸部への移住に大きな役

　割を果たしたと論 じている(Bennett　 1987:193-194)。

5)　 この節で簡述した,海 岸部への移住やマアシナ ・ルールの経験について,詳 しくは稿を改

　めて論 じる予定である。

6)　 「ブラック ・バーデ ィング」がどういう性格のものであったかについては,(棚 橋訓

　 1989)の 整理を参照。

7)マ ライタ島に人頭税を課 したマライタ地区行政官W.R.ベ ルが1922年 に住民によって殺
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　 された事件は,今 日でも多 くのマライタ島住民に語 りつがれている。

8)　 ソロモン諸島民の労働部隊体験については,White,　 Gegeo,　Akin　and　Watson-Gegeo　 eds.

　 (1988)を 参照。

9)　 この労働部隊での経験が,そ のすぐあとのマアシナ ・ルールにつながっている,と いう解

　 釈がされる場合が多いが,ア ノケロ村での聞き取 りでは,そ こまでの因果関係が語られるこ

　 とはなかった。
10)　 フレイザーは,同 じ北マライタの言語グループである トアンバイタ(To'amba'eta)に つ

　 いて同様の傾向があることを論 じている(Frazer　 1985:188)。
11)他 の住民からの聞き取 りでは,他 にも,船 で大砲を撃って労働力徴集中であることを知ら

　 せる方法などがあった。

12)政 府や民間の建設事業において,総 額いくらで請け負 うという形で引き受け,労 働者一

　 多くの場合友人や親戚,同 郷の者を雇う一　 を雇って仕事をする者。

13)松 田素二は,ケ ニアにおける首都ナイロビへの出稼ぎ民についてい くつかの説を検討 した

　 あと,「ではなぜ人は村を出て町へと向か うのだろうか。その答えはまだ出せない。今言え

　 ることは,若 い男たちが都市に出稼ぎに出かけることは,今 日の当 り前のライフスタイルと

　 して定着 してお り,彼 らはそれに特別な意味を与える語 りを用意していないということだけ

　 である」と述べている(松 田素二1996:66)。 これはソロモン諸島の リリウ層についても当

　 てはまる。
14)オ セアニアにおける女性の出稼ぎについては,Connell(1984)も 参照。

15)ア ノケロ村のキリスト教会では,牧 師は選挙によって選出される。

16)Statistics　OMce(1995a)の 数字から,中 学校(Secondary　 School)第1学 年(Form　 1)在

　 学者数を小学校(Primary　 School)第6学 年(Standard　 6)在 学者数で割ると28.4パ ーセン

　　トになる。同 じ計算だと,中 学校第4学 年(Form　 4)に 上がれる生徒は10.4パ ーセントであ

　 る。ちなみに小学校在学者は学齢期の子どもの74.0パ ーセン トである。
17)Statistics　OMce(1995c)よ り計算。

18)　 ソロモン諸島国民に限定 した数字。

19)歴 史的ス トックや共同利用権については宮内(1998a;1998b)で 詳 しく論 じたので参照さ

　 れたい。

20)　 リチャー ド・カーテンは,パ プアニューギニアの出稼ぎ移民を研究する中で,ほ ぼ同じこ

　 とを論じている。「出稼ぎは,小 農世帯の生存に欠かせない要素となった。出稼ぎによって,

　 小農世帯は村落経済 と都市 ・プランテーション経済 とを二股かけて(straddle)い る。女性

　 や年配の家長は家に残るか,家 に戻ってきて生産を維持し,一 方,村 での生産部門にとって

　 不可欠ではないメンバーは村を離れて賃金を稼 ぎ,そ うしてお金をもって家に帰るのである」

　　 (Curtain　1981:203)。
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